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本
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進
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研
究
所
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代表の安東幹（あんどうかん）氏と主要著作『日本共産党に強制収容所』日本共産党と関係が深い医

療機関の集団である民医連（全日本民主医療機関連合会）の精神科・神経科などのメンタルセクショ

ンが、日本共産党の強制収容所の役割を果たしている。有名なのは、代々木病院精神科・神経科であ

る。日本共産党を批判する人で、日本共産党関係者など、日本共産党の指示に従えない人が、むりや

代表　安東　幹　について

東京都立西高校卒業
慶應義塾大学通信課程法学部乙類（政治学科）卒業
シティ大学大学院行政学修士在学中（現在学習中断
中）
日本共産党と関係が深い労働争議団の批判、慶應義
塾大学を共産主義者から守る活動、東京都の教育委
員会の傍聴をしながらの教育への提言などに、現在、
集中的に取り組んでいます。
著作

『日本共産党に強制収容所』
『誰も書かなかった中国の人権抑圧』
『「連合」をぶっ潰せ』
電子書籍

『日本共産党の構造と実体』
論文

「私たちが体験した共産党の強制収容所列島（兵本達
吉氏との対談）」 『正論』平成１２年４月号「雑誌『正

不
破
哲
三
氏
と
志
位
和
夫
氏
の

　
　
　
　
　
　

入
党
の
経
緯
に
疑
問　
　

　
　

家
族
か
ら
誘
わ
れ
た
と
か
、
親

か
ら
誘
わ
れ
た
と
か
。
自
ら
革
命
を

志
し
て
入
党
し
た
の
だ
ろ
う
か
？

　
「
あ
な
た
も
日
本
共
産
党
に
入
党
し
て
革
命
の

た
め
に
が
ん
ば
り
ま
せ
ん
か
？
」
と
、
呼
び
か
け

る
不
破
哲
三
氏
と
志
位
和
夫
氏
。
し
か
し
、
二
人

の
入
党
の
経
緯
は
決
し
て
自
慢
で
き
る
も
の
で
は

な
い
。
兄
に
誘
わ
れ
た
と
か
、
小
さ
い
こ
ろ
か
ら

日
本
共
産
党
一
族
で
育
っ
た
と
か
。
日
本
共
産
党

の
活
動
を
が
ん
ば
る
と
親
か
ら
ほ
め
て
も
ら
え

た
、
イ
ベ
ン
ト
参
加
の
交
通
費
な
ど
を
支
給
さ
れ

た
な
ど
が
あ
っ
た
。

　

不
破
さ
ん
の
兄
は
上
田
耕
一
郎
氏
、
元
日
本
共

産
党
副
委
員
長
で
参
議
院
議
員
、
父
は
教
育
評
論

家
。
志
位
さ
ん
の
父
親
は
元
千
葉
県
船
橋
市
の
共

産
党
市
議
会
議
員
。　
　
　
　
（
二
面
に
続
く
）

日本共産党中央委員会の責任を問う？
全国の日本共産党員や関係者による安東幹さんへの、
　　　　　　事実無根の悪質な批判への見解を求めよう！

（日本共産党中央委宛、配達証明書付内容証明郵便二通）
・恐ろしい女性保育士たち　・日本共産党は、チャロモ民族運動（グアム先住
民であるチャロモ人の自決権を守るための運動）を応援か？アメリカ政府と敵
対か？　・日本の団体で、一番、北朝鮮や朝鮮総連と仲が悪いのは日本共産党
です  ・日本共産党に強制収容所の理論的研究　・マンガ『美味しんぼ』の原作
者雁屋哲は、慶應義塾の敵　What's Japan Future Research Instutution?
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不
破
哲
三
氏
と
志
位
和
夫
氏
の
入
党

の
経
緯
に
疑
問　
　

家
族
か
ら
誘
わ

れ
た
と
か
、
親
か
ら
誘
わ
れ
た
と
か
。

自
ら
革
命
を
志
し
て
入
党
し
た
の
だ

ろ
う
か
？

　

日
本
共
産
党
を
実
質
的
に
取
り
仕
切
っ
て
い
る

不
破
哲
三
氏
に
は
兄
が
い
る
。
元
日
本
共
産
党
副

委
員
長
、
参
議
院
議
員
の
上
田
耕
一
郎
（
故
人
）

氏
だ
。
弟
の
上
田
建
二
郎
氏
（
不
破
哲
三
氏
の
本

名
）
よ
り
、
約
三
年
前
に
生
ま
れ
、
入
党
も
一
年

ほ
ど
早
い
。
不
破
氏
の
入
党
は
、
入
党
資
格
が
得

ら
れ
る
十
八
歳
で
あ
る
か
ら
、
兄
の
働
き
か
け
が

あ
っ
た
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
、
父
は
教
育

評
論
家
の
上
田
庄
三
郎
氏
、
自
由
教
育
運
動
を
実

践
し
、
共
産
主
義
に
理
解
が
あ
っ
た
。

　

志
位
和
夫
氏
は
、
元
船
橋
市
議
会
議
員
の
子
ど

も
で
あ
る
。
母
親
も
日
本
共
産
党
員
。
共
産
党
一

家
の
子
ど
も
で
あ
る
。
父
親
の
肩
車
に
の
っ
て
デ

モ
行
進
に
子
ど
も
の
こ
ろ
参
加
し
た
エ
ピ
ソ
ー
ド

は
、
有
名
で
あ
る
。
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
、
赤
旗
祭

り
な
ど
に
参
加
し
、
日
本
共
産
党
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

で
育
っ
た
。

　

日
本
共
産
党
系
の
青
年
組
織
で
あ
る
日
本
民
主

青
年
同
盟
の
メ
ン
バ
ー
は
二
世
ば
か
り
。
イ
ベ
ン

ト
参
加
に
は
親
か
ら
交
通
費
や
食
事
代
が
も
ら

え
、
日
本
共
産
党
を
応
援
し
た
り
、
党
員
を
勧
誘

し
た
り
す
る
と
親
孝
行
と
ほ
め
ら
れ
る
。
そ
れ
に

対
し
て
、
親
が
共
産
党
と
関
係
な
く
入
党
し
た
青

年
は
苦
労
の
連
続
。
日
本
共
産
党
な
ど
に
入
党
し

た
こ
と
を
家
族
に
だ
ま
っ
て
い
る
青
年
党
員
は
、

イ
ベ
ン
ト
参
加
の
交
通
費
や
参
加
費
を
捻
出
す
る

の
も
た
い
へ
ん
で
あ
る
。
親
や
兄
弟
か
ら
、
日
本

民
主
青
年
同
盟
や
日
本
共
産
党
を
や
め
ろ
と
毎
日

け
ん
か
の
党
員
も
い
る
。

　

そ
の
よ
う
な
人
た
ち
の
気
持
ち
が
理
解
で
き
な

い
幹
部
ば
か
り
の
日
本
共
産
党
に
な
り
つ
つ
あ

る
。
家
族
や
友
人
に
、「
自
分
が
日
本
共
産
党
員
で

あ
る
」
こ
と
を
打
ち
明
け
て
勧
誘
し
よ
う
と
、
平

気
で
言
っ
た
り
と
、
ひ
ど
い
場
合
に
は
、
周
囲
に

隠
し
て
い
る
の
に
、
日
本
共
産
党
員
だ
と
言
っ
た

り
す
る
。

恐
ろ
し
い
女
性
保
育
士
た
ち

　

福
祉
保
育
労
と
い
う
労
働
組
合
が
あ
る
。
全

国
福
祉
保
育
労
働
組
合
の
略
で
あ
る
。
日
本
共

産
党
と
関
係
が
深
い
労
働
組
合
で
あ
る
。
地
方

の
連
絡
先
が
、
北
海
道
労
働
セ
ン
タ
ー
（
北
海

道
）、
青
森
県
労
連
気
付
（
青
森
県
）、
栃
木
県

労
連
気
付
（
栃
木
県
）、
公
立
高
教
組
気
付
（
新

潟
県
）、
労
働
会
館
東
館
四
〇
五
号
（
東
海
地

方
本
部
）、
国
労
南
近
畿
会
館
三
Ｆ
（
大
阪
府
）、

和
歌
山
県
地
評
気
付
（
和
歌
山
県
）
と
な
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
も
、
日
本
共
産
党
と
の
関
係
の

深
さ
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　

自
民
党
と
公
明
党
に
よ
る
日
本
政
府
の
方
針

の
多
く
に
反
対
し
、
３
月
１
１
日
に
は
「
人
を

支
え
る
福
祉
労
働
を
守
れ
！
」
怒
り
の
全
国
ア

ク
シ
ョ
ン
」
と
し
て
、
群
馬
・
埼
玉
・
東
京
・

神
奈
川
・
東
海
・
大
阪
で
の
ス
ト
ラ
イ
キ
を
実

施
し
た
。
福
祉
保
育
労
の
イ
ベ
ン
ト
に
は
、
日

本
共
産
党
の
国
会
議
員
や
地
方
議
員
が
激
励
な

ど
で
参
加
し
た
り
す
る
。

　

二
〇
一
九
年
三
月
、
東
京
都
杉
並
区
立
の
Ａ

中
学
校
で
、
地
域
の
有
識
者
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
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東
京
国
際
福
祉
専
門
学
校
を
守
る
会

の
宣
伝
行
動
を
見
て

　

東
京
都
新
宿
区
の
新
宿
駅
す
ぐ
そ
ば
の
、
東
京

国
際
福
祉
専
門
学
校
前
で
、
五
月
二
十
五
日
、
東

京
国
際
福
祉
専
門
学
校
を
守
る
会
の
メ
ン
バ
ー

が
、宣
伝
活
動
を
し
て
い
た
。
新
宿
区
労
連
、ジ
ャ

パ
ン
キ
ャ
ビ
ン
ク
ル
ー
ユ
ニ
オ
ン
、
東
京
私
教
連

ら
、
十
人
ほ
ど
で
の
宣
伝
行
動
で
あ
っ
た
。

　

新
宿
区
労
連
と
は
、
新
宿
区
労
働
組
合
総
連
合

の
略
。
日
本
共
産
党
と
関
係
が
深
い
全
労
連
（
全

国
労
働
組
合
総
連
合
）
に
加
盟
し
て
い
る
地
方

組
織
で
あ
る
。
ウ
ェ
ッ
ブ
サ
イ
ト
に
は
、
現
在
、

6
0
1
名
の
メ
ン
バ
ー
が
い
る
と
な
っ
て
い
る
。

個
人
加
盟
が
可
能
と
の
こ
と
で
、
ホ
テ
ル
従
業
員
、

教
員
、
航
空
業
界
関
係
者
、
タ
ク
シ
ー
の
乗
務
員

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
組
合
員
が
い
る
よ
う
で
あ
る
。

会
費
は
、
月
額
1
5
0
0
円
と
な
っ
て
い
る
。

　

ジ
ャ
パ
ン
キ
ャ
ビ
ン
ク
ル
ー
ユ
ニ
オ
ン
は
、
客

室
乗
務
員
が
、
一
人
か
ら
で
も
参
加
で
き
る
労
働

組
合
で
あ
る
。
日
本
共
産
党
と
関
係
が
あ
る
。
ピ

ン
ク
の
旗
で
あ
る
が
、
男
性
が
旗
を
持
ち
、
発
言

す
る
こ
と
が
多
い
。

　

東
京
私
教
連
と
は
、
東
京
私
立
学
校
教
職
員
組

合
連
合
の
略
で
、
約
1
0
0
組
合
が
加
盟
し
、

2
0
0
0
人
の
組
合
員
数
が
い
る
と
し
て
い
る
。

日
本
共
産
党
と
関
係
が
深
い
全
教
（
全
日
本
教
職

員
組
合
）
に
加
盟
し
て
い
る
。

　

東
京
国
際
福
祉
専
門
学
校
を
守
る
会
は
、
激
し

い
活
動
を
し
て
い
る
。

保
守
派
と
出
会
っ
て
、

保
守
派
と
出
会
っ
て
、

　

や
た
ら
め
っ
た
ら
燃
え
る

　

や
た
ら
め
っ
た
ら
燃
え
る

　
　

共
産
主
義
者
の
奇
妙
な
習
性

　
　

共
産
主
義
者
の
奇
妙
な
習
性

昔
、
キ
ャ
ノ
ン
の
会
長
が
、
日
本
共
産
党
が
敵
と

昔
、
キ
ャ
ノ
ン
の
会
長
が
、
日
本
共
産
党
が
敵
と

す
る
と
こ
ろ
の
経
団
連
の
会
長
に
な
っ
た
。
す
る

す
る
と
こ
ろ
の
経
団
連
の
会
長
に
な
っ
た
。
す
る

と
、キ
ャ
ノ
ン
の
日
本
共
産
党
組
織
が
、張
り
切
っ

と
、キ
ャ
ノ
ン
の
日
本
共
産
党
組
織
が
、張
り
切
っ

て
キ
ャ
ノ
ン
前
で
、
共
産
党
の
宣
伝
を
行
っ
た
。

て
キ
ャ
ノ
ン
前
で
、
共
産
党
の
宣
伝
を
行
っ
た
。

共
産
主
義
女
性
が
安
東
幹
さ
ん
と
、
同
じ
仕
事
現

共
産
主
義
女
性
が
安
東
幹
さ
ん
と
、
同
じ
仕
事
現

場
に
入
っ
た
り
す
る
と
、
毎
回
、
安
東
幹
さ
ん
と

場
に
入
っ
た
り
す
る
と
、
毎
回
、
安
東
幹
さ
ん
と

同
じ
シ
フ
ト
に
は
い
り
た
が
る
と
い
う
、
共
産
主

同
じ
シ
フ
ト
に
は
い
り
た
が
る
と
い
う
、
共
産
主

義
女
性
に
は
奇
妙
な
習
性
が
あ
る
。

義
女
性
に
は
奇
妙
な
習
性
が
あ
る
。

共
産
主
義
に
つ
い
て
、
深
い
解
明
が
必
要
で
あ
る
。

共
産
主
義
に
つ
い
て
、
深
い
解
明
が
必
要
で
あ
る
。

関
係
者
な
ど
が
参
加
し
て
道
徳
懇
話
会
が
開
催
さ

れ
た
。
そ
の
場
で
、
開
始
前
に
、
都
教
組
杉
並
支

部
の
委
員
長
と
、
福
祉
保
育
労
組
か
ら
の
参
加
者

が
、
机
を
ば
ん
ば
ん
た
た
き
な
が
ら
、「
道
徳
授

業
廃
止
」
と
叫
ん
だ
。
女
性
活
動
家
は
こ
わ
い
。

み
な
さ
ん
も
、
日
本
共
産
党
と
関
係
が
深
い
保
育

園
（
経
営
者
が
日
本
共
産
党
関
係
者
）、
あ
る
い
は

労
働
組
合
が
福
祉
保
育
労
組
の
保
育
園
に
は
、
要

注
意
で
あ
る
。

　
（
注
）
日
本
共
産
党
、共
産
主
義
は
、道
徳
授
業
、

道
徳
教
育
に
反
対
で
あ
る
。
日
本
共
産
党
の
見
解

に
よ
れ
ば
、
中
立
で
永
遠
不
偏
の
道
徳
は
存
在
し

な
い
。
道
徳
は
、
特
定
の
階
級
の
利
益
を
代
弁
す

る
も
の
で
あ
る
。
今
、
広
ま
っ
て
い
る
道
徳
は
、

資
本
家
の
利
益
を
弁
護
す
る
た
め
に
、
生
ま
れ
た

も
の
で
あ
り
、
子
ど
も
た
ち
に
教
え
て
は
い
け
な

い
と
い
う
論
理
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
女
性
保
育
士

が
、
机
を
ば
ん
ば
ん
た
た
き
な
が
ら
、「
道
徳
授

業
廃
止
！
」
と
叫
ん
だ
。
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日
本
共
産
党
は
、
チ
ャ
モ

ロ
民
族
運
動
（
グ
ア
ム
先

住
民
で
あ
る
チ
ャ
モ
ロ
人

の
自
決
権
を
守
る
た
め
の

運
動
）
を
応
援
か
？　

ア

メ
リ
カ
政
府
と
敵
対
か
？

　

日
本
共
産
党
と
関
係
が
深
い
原
水
爆
禁
止
・
核

兵
器
廃
絶
・
平
和
運
動
に
、
ジ
ョ
ン
・
ベ
ナ
ヴ
ェ

ン
テ
と
い
う
グ
ア
ム
の
チ
ャ
モ
ロ
民
族
運
動
活
動

家
が
参
加
し
て
い
る
。
二
〇
一
九
年
八
月
六
日
に

広
島
で
開
催
さ
れ
た
平
和
祈
念
式
典
に
参
加
し
、

二
〇
二
〇
年
に
は
、
平
和
行
進
に
参
加
し
た
。
こ

の
平
和
行
進
と
い
う
の
は
、
日
本
共
産
党
と
関
係

が
深
い
団
体
が
中
心
と
な
っ
て
、
宣
伝
活
動
を
し

な
が
ら
、
日
本
全
国
を
行
進
す
る
と
い
う
も
の
で

あ
る
。

　

ジ
ョ
ン
・
ベ
ナ
ヴ
ェ
ン
テ
さ
ん
の
手
記
が
掲
載

さ
れ
て
い
る
「
二
〇
二
〇
年　

あ
い
ち
平
和
行
進　

活
動
の
記
録
」
の
名
刺
広
告
の
ペ
ー
ジ
に
は
、
日

本
共
産
党
豊
山
町
議
団
の
名
刺
広
告
が
あ
り
、
そ

の
他
の
団
体
は
、
愛
知
県
商
工
団
体
連
合
会
、
名

古
屋
北
法
律
事
務
所
、
愛
知
県
平
和
委
員
会
、
愛

知
県
民
主
医
療
機
関
連
合
会
、
新
日
本
婦
人
の
会

愛
知
県
本
部
、
愛
知
県
労
働
組
合
総
連
合
、
愛
知

県
高
等
学
校
教
職
員
組
合
、
生
活
協
同
組
合
コ
ー

プ
あ
い
ち
、生
協
労
連
コ
ー
プ
あ
い
ち
労
働
組
合
、

愛
知
の
う
た
ご
え
協
議
会
、
愛
知
年
金
者
組
合
な

ど
、
ほ
と
ん
ど
が
、
日
本
共
産
党
と
関
係
が
深
い

団
体
で
あ
る
。

　

ジ
ョ
ン
・
ベ
ナ
ヴ
ェ
ン
テ
さ
ん
は
、「
二
〇
二
〇

年　

あ
い
ち
平
和
行
進　

活
動
の
記
録
」
の

四
十
一
ペ
ー
ジ
で
、「
私
は
第
二
次
世
界
大
戦
の

生
き
残
り
で
す
。
ア
メ
リ
カ
が
グ
ア
ム
を
再
占
領

し
た
一
九
四
四
年
七
月
二
十
一
日
当
時
、
私
は
七

歳
で
し
た
。
少
年
だ
っ
た
私
は
、
二
つ
の
強
力
な

軍
隊
の
間
に
挟
ま
れ
た
非
戦
闘
員
の
悲
惨
さ
を
目

に
し
ま
し
た
。
私
た
ち
は
列
強
の
戦
争
の
犠
牲
者

で
あ
り
、
非
戦
闘
員
は
、
歴
史
上
最
も
困
難
な
時

を
生
き
延
び
る
と
い
う
試
練
に
直
面
し
な
が
ら
全

く
そ
の
準
備
が
で
き
て
い
な
い
人
々
で
し
た
。
戦

争
の
経
験
と
ト
ラ
ウ
マ
は
、
死
ぬ
ま
で
忘
れ
る

こ
と
の
で
き
な
い
記
憶
と
し
て
私
の
人
生
に
刻

ま
れ
、
影
を
落
と
し
て
い
ま
す
。
私
は
自
決
権
と

先
住
民
の
権
利
を
守
る
た
め
に
た
た
か
っ
て
い
ま

す
。
私
は
、
グ
ア
ム
先
住
民
で
あ
る
チ
ャ
ロ
モ
人

の
自
決
権
を
守
る
た
め
の
、
チ
ャ
モ
ロ
民
族
運
動

に
当
初
か
ら
参
加
し
て
き
ま
し
た
。」
と
書
い
て

い
る
。

　
「
列
強
の
戦
争
の
犠
牲
者
」
と
い
う
語
句
、
自

分
た
ち
が
強
力
な
軍
隊
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
か

ら
悲
惨
な
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
な

ど
に
、
共
産
主
義
的
な
感
じ
が
あ
り
あ
り
ま
す
。

　

日
本
共
産
党
は
、
チ
ャ
ロ
モ
民
族
活
動
家
を
、

日
本
共
産
党
も
参
加
す
る
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
さ

せ
、
発
言
さ
せ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
実
質
上
、

グ
ア
ム
先
住
民
族
へ
の
支
援
で
す
。
ア
メ
リ
カ
政

府
と
敵
対
す
る
行
為
と
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
日

本
共
産
党
の
、
反
米
の
姿
勢
が
あ
り
ま
す
。
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日
本
の
団
体
で
、
一
番
、

北
朝
鮮
や
朝
鮮
総
連
と
仲

が
悪
い
の
は
日
本
共
産
党

で
す
。

　

日
本
人
の
中
で
、
韓
国
人
、
北
朝
鮮
人
を
、
一

番
激
し
く
批
判
し
て
い
る
の
は
日
本
共
産
党
員
で

あ
る
。
日
本
共
産
党
員
は
、
確
か
に
韓
国
人
や
北

朝
鮮
人
を
、
人
種
差
別
し
な
い
。
し
か
し
、
北
朝

鮮
の
人
権
問
題
を
、
き
び
し
く
批
判
す
る
政
党
で

あ
る
。

　

確
か
に
、
日
本
共
産
党
は
、
こ
の
間
、
北
朝
鮮
、

朝
鮮
総
連
な
ど
の
北
朝
鮮
系
団
体
と
の
歩
み
寄
り

を
、
続
け
て
き
た
。
日
本
共
産
党
や
幅
広
い
左
翼

が
集
ま
る
イ
ベ
ン
ト
に
、
朝
鮮
総
連
の
少
年
合
唱

団
が
参
加
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
日
本

共
産
党
は
、
昨
年
、
二
〇
二
〇
年
一
月
十
四
日
か

ら
十
八
日
ま
で
開
催
さ
れ
た
、
第
二
十
八
回
党
大

会
で
、
野
党
と
市
民
の
共
闘
路
線
を
全
面
的
に
打

ち
出
し
た
。
そ
の
結
果
、北
朝
鮮
や
朝
鮮
総
連
と
、

不
仲
に
な
っ
た
。
日
本
に
は
、
北
朝
鮮
の
強
制
収

容
所
を
撤
廃
し
よ
う
と
運
動
し
て
い
る
市
民
活
動

家
が
い
る
。
北
朝
鮮
の
強
制
収
容
所
は
、
子
ど
も

が
金
正
恩
の
写
真
の
上
に
間
違
っ
て
座
っ
た
り
、

間
違
っ
て
共
産
主
義
の
批
判
を
し
た
り
し
た
親

の
一
族
が
全
員
、
突
然
や
っ
て
き
た
警
察
な
ど
に

よ
っ
て
連
れ
て
い
か
れ
る
収
容
所
で
あ
る
。
北
朝

鮮
の
極
寒
の
北
部
に
あ
り
、
生
き
て
は
出
ら
れ
な

い
と
い
わ
れ
て
い
る
。
粗
末
な
食
事
に
粗
末
な
衣

食
住
で
、
長
時
間
の
労
働
を
強
い
ら
れ
、
年
配
者

は
一
年
も
持
た
な
い
と
い
う
。
し
か
し
、
奇
跡
的

に
逃
げ
延
び
た
人
が
何
人
か
い
て
、
手
記
も
出
版

し
、
地
獄
の
強
制
収
容
所
と
言
わ
れ
て
い
る
。
日

本
共
産
党
は
、
北
朝
鮮
の
極
悪
な
人
権
状
況
を
批

判
す
る
市
民
活
動
家
と
、
組
む
よ
う
に
な
っ
た
結

果
、
北
朝
鮮
や
朝
鮮
総
連
と
仲
が
悪
く
な
っ
た
の

で
あ
る
。

　

日
本
で
も
、
時
々
、
北
朝
鮮
の
民
主
化
を
訴
え

る
、
北
朝
鮮
か
ら
逃
れ
て
き
た
北
朝
鮮
民
主
活
動

家
が
講
演
会
を
行
う
。
そ
の
よ
う
な
脱
北
者
、
北

朝
鮮
か
ら
逃
れ
て
き
て
、
北
朝
鮮
を
、
日
本
の
よ

う
な
民
主
主
義
国
に
し
よ
う
と
活
動
す
る
人
た
ち

は
、
北
朝
鮮
に
と
っ
て
、
大
敵
で
あ
る
。
亡
命
政

権
で
も
作
ら
れ
た
ら
た
い
へ
ん
で
あ
る
。
そ
の
よ

う
な
市
民
団
体
と
の
共
闘
を
、
北
朝
鮮
は
容
認
し

な
い
。

　

日
本
共
産
党
員
と
、
北
朝
鮮
系
の
人
間
と
の
口

論
、
怒
鳴
り
あ
い
が
日
常
的
に
な
る
可
能
性
が
あ

る
。
日
本
共
産
党
全
国
大
会
に
は
、
朝
鮮
労
働
党

は
祝
辞
を
送
ら
な
い
し
、朝
鮮
労
働
党
大
会
に
は
、

日
本
共
産
党
中
央
委
員
会
は
祝
辞
を
送
ら
な
い
。

世
界
中
の
多
く
の
共
産
主
義
政
党
が
、
日
本
共
産

党
全
国
大
会
に
祝
辞
を
送
る
の
に
、
朝
鮮
労
働
党

が
祝
辞
を
送
ら
な
い
と
は
、異
常
な
こ
と
で
あ
る
。

戦
後
、
ず
っ
と
、
日
本
共
産
党
と
関
係
が
深
い
日

中
友
好
協
会
、
日
朝
友
好
協
会
が
存
在
し
た
。
し

か
し
、
メ
ン
バ
ー
は
、
日
本
共
産
党
関
係
者
が
ほ

と
ん
ど
で
、
朝
鮮
人
、
中
国
人
は
ま
っ
た
く
不
在

の
状
態
が
長
く
続
い
た
。
相
手
が
存
在
し
な
く
て

も
、
日
中
友
好
協
会
、
日
朝
友
好
協
会
を
続
け
る
。

日
本
共
産
党
は
、
異
質
な
思
想
を
持
っ
た
団
体
で

あ
る
。

　

ア
メ
リ
カ
民
主
党
の
国
会
議
員
の
中
に
は
、
保

守
政
党
で
あ
る
共
和
党
よ
り
も
、
中
国
や
北
朝
鮮

の
人
権
を
き
び
し
く
批
判
す
る
議
員
が
多
い
。
中

国
で
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
た
時
、
フ
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ラ
ン
ス
で
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
猛
反
対
し
た
の

は
、
極
左
出
身
の
国
会
議
員
で
あ
っ
た
。「
民
主
主

義
」
を
な
の
る
団
体
は
、
共
産
主
義
国
の
人
権
弾

圧
問
題
に
は
、
き
び
し
い
。

　

今
後
、
日
本
共
産
党
と
、
北
朝
鮮
や
朝
鮮
総
連

の
関
係
が
、
断
絶
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
日
本
共

産
党
の
科
学
的
社
会
主
義
と
、
北
朝
鮮
の
共
産
主

義
で
あ
る
主
体
思
想
は
、
共
存
不
可
能
で
あ
る
の

で
、
お
お
げ
ん
か
と
な
る
。
世
界
中
の
す
べ
て
の

共
産
主
義
政
党
の
、
共
産
主
義
思
想
は
、
相
違
し
、

お
お
げ
ん
か
、
断
絶
の
原
因
と
な
る
。
共
産
主
義

は
、
必
ず
そ
う
な
る
と
結
論
付
け
、
な
ぜ
そ
う
な

る
の
か
を
研
究
す
る
時
期
に
き
て
い
る
の
で
は
な

い
か
。
ヒ
ン
ト
と
し
て
、
共
産
主
義
国
の
ト
ッ
プ

に
は
、
多
選
禁
止
の
規
則
が
な
い
、
上
級
の
決
定

に
下
級
は
無
条
件
に
し
た
が
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
な
ど
の
、
共
産
主
義
団
体
の
民
主
集
中
制
の
組

織
原
則
が
あ
る
。

　

そ
も
そ
も
人
種
間
に
身
体
差
が
あ
る
の
は
当
然

で
あ
る
。
高
緯
度
の
人
は
、
皮
膚
が
ん
に
か
か
り

に
く
い
体
質
で
あ
る
と
か
、
高
山
気
候
に
暮
ら
す

人
は
、
酸
素
が
少
な
い
と
こ
ろ
で
も
自
由
に
活
動

で
き
る
体
質
で
あ
る
と
か
。
そ
の
よ
う
な
話
題
す

ら
禁
止
し
て
し
ま
う
共
産
主
義
は
お
か
し
い
。

中
核
派
の
女
性
杉
並
区
議
会
議
員
と
、

中
学
三
年
生
の
学
生
が
、
取
っ
組
み

合
い
の
け
ん
か

日
本
共
産
党
と
極
左
暴
力
集
団
で
あ
る
中
核
派
と

の
妥
協
な
き
抗
争
、
極
左
暴
力
集
団
中
核
派
と
革

マ
ル
派
と
の
妥
協
な
き
抗
争
は
、
続
い
て
い
る
。

そ
れ
ら
の
集
団
は
、
組
織
と
し
て
敵
対
し
て
い
る

の
だ
か
ら
、
か
か
わ
ら
な
い
の
が
正
し
い
態
度
で

あ
り
、
間
に
は
い
っ
て
仲
良
く
し
ま
し
ょ
う
と
い

う
の
は
、
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

二
〇
一
九
年
三
月
、
東
京
都
の
杉
並
区
立
Ａ
中
学

の
卒
業
式
の
後
、
校
庭
で
、
十
五
歳
か
ら
加
盟
で

き
る
日
本
共
産
党
の
党
派
性
の
あ
る
日
本
民
主
青

年
同
盟
の
学
生
と
、
極
左
暴
力
集
団
中
核
派
の
女

性
区
議
会
議
員
が
取
っ
組
み
合
い
の
け
ん
か
を
し

た
。「
中
学
生
か
ら
民
青
に
は
い
る
と
は
、
ろ
く
な

も
ん
じ
ゃ
ね
ぇ
」
と
、
中
核
派
の
ほ
ら
ぐ
ち
と
も

こ
区
議
は
言
っ
て
い
た
。

上
記
の
妥
協
な
き
抗
争
は
、
こ
の
先
も
、
長
期
間

続
く
だ
ろ
う
。
大
切
な
こ
と
は
、
か
か
わ
ら
な
い

こ
と
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
革
マ
ル
は
、
日
本
共

産
党
へ
の
も
ぐ
り
こ
み
を
画
策
し
て
い
る
と
い
う

話
も
あ
り
、
革
マ
ル
と
日
本
共
産
党
の
関
係
は
こ

の
先
不
明
。

参
議
院
議
員
片
山
さ
つ
き

　
　
　

政
経
セ
ミ
ナ
ー

七
月
九
日
（
金
）
正
午

ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ

安
東
幹　

参
加
し
ま
す
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安
東
幹
に
か
か
わ
る

　
　
　
　
　
　

法
律
問
題

雑
誌
に
、
私
の
悪
口
を
掲
載
し
た
雑
誌
が

発
売
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
な
ぜ

な
ら
ば
、
虚
偽
の
記
事
を
書
い
た
記
者
は
、

マ
ス
コ
ミ
倫
理
憲
章
と
か
い
う
倫
理
規
定

へ
の
違
反
と
な
り
、
メ
デ
ィ
ア
界
か
ら
追

い
出
さ
れ
る
か
ら
で
す
。
私
は
、
安
東
幹

自
分
自
身
に
対
す
る
虚
偽
の
記
事
、
で
っ

ち
上
げ
の
記
事
を
許
し
ま
せ
ん
。
必
ず
告

訴
し
ま
す
。
記
者
を
、
メ
デ
ィ
ア
界
か
ら

追
放
し
ま
す
。

日
本
の
進
む
道
研
究
所
が
配
布
す
る
チ
ラ
シ
に
対

し
て
、
日
本
共
産
党
が
配
布
を
や
め
さ
せ
た
け
れ

ば
、
法
的
手
段
を
取
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
裁
判

所
な
ど
に
、
民
事
の
事
件
と
し
て
持
ち
込
み
、
配

布
中
止
の
命
令
を
し
て
も
ら
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

警
察
や
政
治
家
に
は
、
チ
ラ
シ
配
布
を
や
め
さ
せ

る
権
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

暴
力
と
、
不
適
切
な
行
為
は
区
別
し
ま
し
ょ
う
。

軽
く
た
た
く
の
は
、
不
適
切
な
行
為
と
呼
ば
れ
ま

す
。
何
で
も
か
ん
で
も
暴
力
、
暴
力
と
言
う
の
は
、

非
常
識
で
す
。
け
ん
か　

と　

暴
行
事
件　

も
区

別
が
必
要
で
す
。
警
察
が
取
り
扱
っ
て
い
な
い
も

の
を
、
事
件
と
呼
ば
な
い
方
が
常
識
で
し
ょ
う
。

誤
解
を
招
い
た
ら
た
い
へ
ん
で
す
。
ち
な
み
に
私

は
、
け
ん
か
な
ど
で
警
察
の
事
情
聴
取
を
受
け
た

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
は
正
当
防
衛
以
外
で
実

力
行
使
し
ま
せ
ん
し
、
時
効
と
か
い
ろ
い
ろ
あ
り

ま
す
。

私
は
男
女
差
別
な
ど
性
に
基
づ
く
差
別
を
し
た
こ

と
は
い
っ
さ
い
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
も
そ
も
男
女
雇

用
機
会
均
等
法
な
ど
の
法
律
で
は
、
一
部
の
職
種

に
、
男
女
に
よ
る
適
性
な
ど
を
合
法
化
し
て
い
ま

す
。
警
備
業
、
巫
女
み
こ
な
ど
。
法
律
で
す
か
ら
。

特
に
、
一
部
の
職
種
の
例
外
事
項
に
つ
い
て
反
対

運
動
も
存
在
し
ま
せ
ん
。

不
倫
は
犯
罪
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
不
倫
は
、
民
事

で
す
。警
察
に
連
絡
さ
れ
て
も
、法
の
番
人
で
あ
る
、

警
察
に
と
っ
て
は
、
迷
惑
電
話
で
す
。
不
倫
情
報

な
ど
で
、
警
察
に
連
絡
す
る
の
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

不
倫
は
警
察
の
管
轄
外
で
す
。

日
本
の
法
体
系
で
は
、
刑
法
に
よ
り
刑
罰
を
与
え

る
か
、
そ
れ
と
も
、
精
神
疾
患
が
あ
る
と
い
う
こ

と
で
病
気
処
理
を
す
る
か
、
ど
ち
ら
か
し
か
あ
り

得
ま
せ
ん
。
裁
判
所
で
裁
い
て
刑
事
罰
を
与
え
、

さ
ら
に
、
精
神
病
院
に
入
院
措
置
を
と
る
と
い
う

こ
と
は
、
法
的
に
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

情
報
開
示
と
、
公
益
性
。
著
作
権
と
公
益
性
。
組

織
や
団
体
の
情
報
を
、
第
三
者
が
ネ
ッ
ト
な
ど
に

公
開
す
る
場
合
、
普
通
は
個
人
情
報
保
護
法
に
違

反
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
公
益
性
の
問
題

が
あ
り
ま
す
。
公
党
の
場
合
、
役
所
の
場
合
な
ど
、

有
権
者
や
国
民
の
公
正
な
判
断
の
た
め
、
公
益
性

の
観
点
か
ら
、
推
奨
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
ネ
ッ
ト
上
の
文
書
を
利
用
す
る
場
合
、
役

所
や
公
党
の
文
書
な
ど
、
自
由
に
引
用
が
許
さ
れ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
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日
本
共
産
党
に
強
制
収
容

所
の
理
論
的
研
究

　

日
本
共
産
党
に
強
制
収
容
所
は
あ
る
の
か
ど
う

か
？　

日
本
共
産
党
と
関
係
が
深
い
全
日
本
民
主

医
療
機
関
連
合
会
（
以
下
＝
民
医
連
）
の
医
療
機

関
が
、
日
本
共
産
党
の
強
制
収
容
所
の
役
割
を
果

た
し
て
い
る
？　

民
医
連
に
加
盟
す
る
病
院
の
精

神
科
、
た
と
え
ば
、
代
々
木
病
院
精
神
科
な
ど
が
、

日
本
共
産
党
や
共
産
主
義
を
批
判
す
る
人
を
強
制

収
容
す
る
、
日
本
共
産
党
の
強
制
収
容
所
の
役
割

を
果
た
し
て
い
る
？　

安
東
幹
さ
ん
の
理
論
的
研

究
の
到
達
は
、
現
在
、
以
下
で
あ
る
。

☆ソ
連
で
は
、
共
産
主
義
を
批
判
す
る
国
民
ら
が
、

む
り
や
り
強
制
収
容
所
に
収
容
さ
れ
た
。

東
欧
の
共
産
主
義
国
で
も
、
共
産
主
義
を
批
判
す

る
国
民
ら
が
、
む
り
や
り
強
制
収
容
所
に
収
容
さ

れ
た
。

ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
な
ど
の
非
ソ
連
共
産
主
義
国
で

も
、
共
産
主
義
を
批
判
す
る
国
民
ら
が
、
む
り
や

り
強
制
収
容
所
に
収
容
さ
れ
た
。

キ
ュ
ー
バ
で
も
、
共
産
主
義
を
批
判
す
る
国
民
ら

が
、
む
り
や
り
強
制
収
容
所
に
収
容
さ
れ
た
。

中
国
で
も
、
昔
、
共
産
主
義
を
批
判
す
る
国
民
ら

が
、
む
り
や
り
強
制
収
容
所
に
収
容
さ
れ
た
。

ベ
ト
ナ
ム
で
も
、
昔
、
共
産
主
義
を
批
判
す
る
国

民
ら
が
、
む
り
や
り
強
制
収
容
所
に
収
容
さ
れ
た
。

す
べ
て
の
共
産
主
義
国
、
現
存
す
る
も
の
も
過
去

の
も
の
も
、
精
神
医
療
を
悪
用
し
た
人
権
弾
圧
を

行
っ
た
。

よ
っ
て
、
日
本
共
産
党
も
精
神
医
療
を
悪
用
し
た

人
権
弾
圧
を
行
う
。

帰
納
法
か
ら
、
日
本
共
産
党
も
精
神
医
療
を
悪
用

し
た
人
権
弾
圧
を
行
う
と
推
論
さ
れ
る
。

☆民
医
連
の
病
気
に
対
す
る
考
え
方
は
、
特
異
で
あ

る
。
病
気
の
外
因
説
を
強
調
し
て
い
る
。
病
気
の

原
因
を
、
環
境
や
社
会
に
求
め
て
い
く
。
結
局
、

共
産
主
義
が
実
現
す
れ
ば
、
病
気
は
減
る
、
特
に

精
神
病
は
消
滅
す
る
と
い
う
考
え
方
と
な
る
。
か

つ
て
、
中
国
共
産
党
の
指
導
者
で
あ
っ
た
毛
沢
東

は
、
真
の
共
産
主
義
社
会
が
実
現
す
れ
ば
、
精
神

病
は
こ
の
世
か
ら
な
く
な
る
と
豪
語
し
て
い
た
。

☆共
産
主
義
は
、
集
団
主
義
で
あ
る
。
共
産
主
義
の

考
え
で
は
、
幼
少
期
の
こ
ろ
か
ら
、
集
団
主
義
を

教
え
、労
働
を
教
え
れ
ば
、「
誤
っ
た
」
考
え
方
を
、

人
間
は
持
た
な
く
な
る
と
い
う
。
集
団
主
義
で
、

労
働
を
教
育
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
取
り
入
れ
、「
正

し
く
」
育
て
ら
れ
た
子
ど
も
は
、「
妄
想
」
や
「
個

人
主
義
」
を
持
た
な
い
成
人
に
な
る
と
主
張
し
て

い
る
。
逆
に
言
え
ば
、
妖
精
や
幽
霊
、
超
越
的
な

も
の
を
信
じ
る
人
は
、
間
違
っ
た
教
育
を
受
け
た

病
人
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
の
よ
う
な

共
産
主
義
の
影
響
を
受
け
て
い
る
の
が
民
医
連
で

あ
る
。
共
産
主
義
を
批
判
す
る
人
を
、
病
気
扱
い

す
る
傾
向
が
あ
る
。

☆共
産
主
義
は
、
科
学
の
党
を
な
の
っ
て
い
る
。
世

界
中
の
団
体
の
中
で
、
あ
ら
ゆ
る
物
事
に
つ
い
て
、

科
学
的
な
も
の
の
見
方
を
す
る
団
体
で
あ
る
と
な

の
っ
て
い
る
。
自
分
た
ち
は
、
科
学
的
に
物
事
を

分
析
す
る
団
体
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。
そ
の
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た
め
、
医
学
万
能
主
義
で
、
医
学
を
信
用
し
す
ぎ
、

少
し
精
神
が
お
か
し
な
人
を
、
す
ぐ
に
精
神
科
に

連
れ
て
行
っ
て
し
ま
す
。
日
本
共
産
党
は
、
精
神

医
学
を
過
信
し
て
い
て
、
普
通
な
ら
医
者
に
連
れ

て
い
く
必
要
が
な
い
人
間
を
、
精
神
科
に
む
り
や

り
連
れ
て
行
っ
て
し
ま
う
、
恐
ろ
し
い
団
体
な
の

で
あ
る
。

安
東
幹
さ
ん
は
、
日
本
共
産
党
に
強
制
収
容
所
の

理
論
的
研
究
を
始
め
て
か
ら
、
メ
ー
ル
に
て
、
共

産
党
員
の
父
親
に
病
院
に
連
れ
て
い
か
れ
た
と
い

う
人
か
ら
の
連
絡
を
受
け
た
。
し
か
し
、
そ
の
人

は
、
日
本
共
産
党
を
訴
え
る
気
は
ま
っ
た
く
な
い

と
言
っ
て
い
た
。
他
に
も
、
安
東
幹
さ
ん
と
同
じ

よ
う
な
ケ
ー
ス
が
、
探
せ
ば
た
く
さ
ん
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
。
何
か
情
報
を
お
持
ち
の
方
は
、
ご
一

報
を
。

マ
ン
ガ
『
美
味
し
ん
ぼ
』
の

原
作
者
雁
屋
哲
は
、
慶
應
義

塾
の
敵

　

人
気
漫
画
で
あ
る
『
美
味
し
ん
ぼ
』
の
原
作
者

で
あ
る
雁
屋
哲
氏
は
、
左
翼
政
治
活
動
か
で
あ
る

こ
と
を
ご
存
じ
で
あ
ろ
う
か
？
特
に
、
慶
應
義
塾

の
福
澤
諭
吉
先
生
に
対
し
て
、
悪
質
な
批
判
を
繰

り
広
げ
て
い
る
、
慶
應
義
塾
の
敵
で
あ
る
。

　

雁
屋
哲
氏
は
、「
の
り
こ
え
ネ
ッ
ト
」
と
い
う
政

治
団
体
の
共
同
代
表
で
あ
る
。
他
の
共
同
代
表
は
、

村
山
富
市
社
会
民
主
党
名
誉
党
首
、
佐
高
信
評
論

家
、
上
野
千
鶴
子
東
京
大
学
名
誉
教
授
、
西
島
藤

彦
部
落
解
放
同
盟
中
央
書
記
長
（
極
左
系
）
ら
で

あ
り
、
雁
屋
哲
氏
が
左
翼
的
な
人
間
で
あ
る
こ
と

が
わ
か
る
。

　

雁
屋
哲
氏
は
、
慶
應
義
塾
を
創
設
し
た
福
沢
諭

吉
先
生
の
悪
口
を
言
う
活
動
を
し
て
い
る
。
運
動

を
始
め
た
の
は
、
安
川
寿
之
助
と
い
う
左
翼
学
者

で
あ
る
。
安
川
氏
は
、
若
い
こ
ろ
か
ら
、
福
沢
諭

吉
先
生
を
、
近
代
日
本
を
悪
の
方
向
に
導
い
た
帝

国
主
義
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
悪
玉
に
で
っ
ち
あ
げ
る

こ
と
を
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
し
て
き
た
人
物
で
あ
る
。

安
川
氏
と
雁
屋
氏
と
杉
田 

聡
帯
広
畜
産
大
学
名
誉

教
授
は
、
三
者
で
、
年
に
二
回
、
福
沢
諭
吉
先
生

を
批
判
す
る
と
い
う
名
目
で
ミ
ニ
コ
ミ
誌
を
出
し

て
い
る
。
実
際
の
内
容
は
、
福
沢
諭
吉
先
生
と
は

ま
っ
た
く
関
係
が
な
い
政
治
的
記
事
が
多
い
が
、

こ
こ
で
は
問
題
に
し
な
い
。
雁
屋
哲
氏
も
、
毎
回

の
よ
う
に
、
論
文
を
執
筆
し
て
い
る
。

　

雁
屋
哲
氏
は
、
マ
ン
ガ
『
ま
さ
か
の
福
沢
諭
吉
』

を
遊
幻
舎
か
ら
出
版
し
て
い
る
。
も
は
や
、
慶
應

義
塾
の
敵
で
あ
る
。
福
澤
諭
吉
先
生
の
悪
口
を
言

う
運
動
が
、
広
が
っ
て
は
い
け
な
い
。
週
刊
金
曜

日
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
り
、
韓
国
や
中
国
で
紹
介

さ
れ
た
り
と
広
ま
っ
て
い
る
。
雁
屋
哲
氏
が
共
同

代
表
を
し
て
い
る
「
の
り
こ
え
ネ
ッ
ト
」
を
通
し

て
広
が
る
可
能
性
も
あ
る
。
雁
屋
哲
氏
の
実
体
を

広
め
る
必
要
が
あ
る
。

　

日
本
の
進
む
道
研
究
所
は
、
福
澤
諭
吉
先
生
を

お
守
り
す
る
た
め
に
全
力
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。
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日
本
共
産
党
中
央
委
員
会

の
責
任
を
問
う
！

全
国
の
日
本
共
産
党
員
や

関
係
者
に
よ
る
安
東
幹
さ

ん
へ
の
、
事
実
無
根
の
悪

質
な
批
判
へ
の
見
解
を
求

め
よ
う
！

 　

良
識
あ
る
み
な
さ
ん
！

　

私
は
、安
東
幹（
あ
ん
ど
う
か
ん
）と
申
し
ま
す
。

　

日
本
全
国
で
、
日
本
共
産
党
員
や
、
日
本
共
産

党
関
係
者
か
ら
、
事
実
無
根
の
悪
質
な
批
判
を
受

け
て
お
り
ま
す
。
時
に
は
、
日
本
共
産
党
幹
部
か

ら
、
事
実
無
根
の
悪
質
な
批
判
を
言
わ
れ
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
私
は
、
日
本
共
産
党
中
央
委
員
会

に
、
統
一
見
解
を
求
め
、
責
任
を
追
及
し
て
い
く

決
意
で
す
。
ど
う
か
、ご
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

私
は
、
犯
罪
を
行
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

（
交
通
違
反
を
除
く
）。
し
か
し
、日
本
共
産
党
は
、

警
察
に
逮
捕
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
と
か
、
事
情
聴

取
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
と
か
言
っ
た
り
し
ま
す
。

私
は
、
盗
み
も
万
引
き
も
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ

ん
。
日
本
共
産
党
に
厳
重
に
抗
議
し
ま
す
。

　

私
は
、
女
性
に
対
す
る
犯
罪
、
ス
ト
ー
カ
ー
行

為
は
、
い
っ
さ
い
行
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

警
察
に
呼
び
出
さ
れ
た
こ
と
も
、
警
察
に
注
意
さ

れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。
不
倫
、
盗
撮
、
性
犯

罪
を
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
青
年
時
代
、
補

導
さ
れ
た
こ
と
な
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
私
は
、
退

廃
思
想
を
厳
し
く
批
判
す
る
青
年
時
代
で
し
た
の

で
、
不
倫
を
徹
底
的
に
批
判
し
て
い
て
、
不
倫
な

ど
犯
す
は
ず
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

私
は
、
暴
力
行
為
を
行
っ
た
こ
と
は
い
っ
さ
い

あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
正
当
防
衛
、
そ
の
他
や

む
な
き
理
由
が
あ
る
時
は
実
力
行
使
を
す
る
場
合

も
あ
り
ま
す
。
暴
力
行
為
な
ど
で
、
警
察
に
呼
び

出
さ
れ
た
こ
と
、
事
件
に
な
っ
た
こ
と
は
一
度
も

あ
り
ま
せ
ん
。

　

私
は
、
無
銭
乗
車
を
し
た
こ
と
は
一
度
も
あ
り

ま
せ
ん
。
駅
事
務
所
に
入
っ
た
こ
と
は
、
数
十
年

間
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
前
は
、日
本
共
産
党
員
の
、

私
に
対
す
る
悪
質
な
行
為
の
取
り
締
ま
り
を
求
め

て
、
駅
事
務
所
を
た
ず
ね
た
こ
と
は
何
回
か
あ
り

ま
す
。

　

私
は
、
反
社
会
的
団
体
の
メ
ン
バ
ー
に
な
っ
た

こ
と
は
一
度
も
あ
り
ま
せ
ん
。
都
立
西
高
を
卒
業

し
、
そ
の
後
進
学
し
た
大
学
で
は
、
ソ
ク
ラ
テ
ス

研
究
会
を
主
宰
し
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
、
イ
エ
ス
＝
キ

リ
ス
ト
、キ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
な
ど
哲
学
の
研
究
を
し
、

倫
理
学
の
勉
強
を
し
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
思

想
家
は
、
共
産
主
義
者
が
も
っ
と
も
嫌
う
人
た
ち

で
あ
り
、
共
産
主
義
者
は
「
観
念
論
」
と
呼
ん
で

い
ま
す
。
右
翼
団
体
、
宗
教
団
体
の
メ
ン
バ
ー
に

な
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。
目
黒
区
選
出
の
日

本
共
産
党
都
議
会
議
員
の
星
見
て
い
こ
さ
ん
は
、

安
東
幹
さ
ん
が
、
目
黒
を
基
盤
と
す
る
右
よ
り
団

体
と
連
絡
を
取
っ
て
い
る
と
言
っ
て
い
ま
し
た

が
、
私
は
そ
の
団
体
の
代
表
者
の
名
前
を
ま
っ
た

く
知
ら
ず
、
星
見
て
い
こ
さ
ん
の
、
事
実
無
根
の

悪
口
は
、
き
び
し
く
批
判
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
私
は
原
理
研
究
会
の
メ
ン
バ
ー
に
な
っ
た

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
は
ア
ル
コ
ー
ル
が
好
き

で
す
。
原
理
研
究
会
の
会
員
は
、
宗
教
上
の
理
由

で
酒
を
飲
み
ま
せ
ん
。
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安
東
幹
さ
ん
は
、
日
本
共
産
党
の
事
実
無
根
の

デ
マ
宣
伝
、
不
倫
を
し
た
こ
と
が
あ
る
と
い
う
デ

タ
ラ
メ
な
悪
口
に
よ
り
、
暴
行
を
受
け
、
顔
面
神

経
症
の
病
気
に
な
り
ま
し
た
。
治
療
に
多
額
の
費

用
と
期
間
が
か
か
り
ま
し
た
。

　

安
東
幹
さ
ん
が
、
日
本
共
産
党
か
ら
受
け
た
、

悪
質
な
悪
口
の
例
で
す
。

　

東
京
都
に
あ
る
明
治
神
宮
野
球
場
で
安
東
幹
さ

ん
が
、
東
京
六
大
学
野
球
を
観
戦
し
て
い
る
時
、

多
数
の
日
本
共
産
党
関
係
者
が
来
て
、
安
東
幹
を

追
い
出
せ
と
騒
ぎ
ま
し
た
。
し
か
し
、
逆
に
、
日

本
共
産
党
活
動
家
が
、
非
常
識
な
行
動
ゆ
え
に
退

場
を
命
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

新
潟
県
長
岡
市
で
、
Ｖ
リ
ー
グ　

バ
レ
ー
ボ
ー

ル
女
子
リ
ー
グ　

を
観
戦
し
て
い
る
時
、
日
本
共

産
党
員
が
、
安
東
幹
さ
ん
の
退
場
を
求
め
る
な
ど

迷
惑
行
為
を
し
ま
し
た
。
安
東
幹
さ
ん
が
、
山
本

五
十
六
博
物
館
の
チ
ラ
シ
を
、
他
の
チ
ラ
シ
と
一

緒
に
持
っ
て
い
た
ら
、
安
東
は
右
翼
と
騒
ぎ
、
そ

の
日
本
共
産
党
員
は
チ
ケ
ッ
ト
も
持
っ
て
お
ら
ず

追
い
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

秋
田
市
駅
前
で
、
お
祭
り
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ

れ
て
い
る
時
、
安
東
幹
さ
ん
が
舞
台
を
見
て
い
る

な
ど
し
て
い
る
１
時
間
以
上
の
間
、
ず
っ
と
日
本

共
産
党
女
性
活
動
家
ら
が
、
私
の
退
場
を
求
め
て

係
員
ら
に
つ
め
よ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

京
都
に
行
き
、
夜
行
バ
ス
で
帰
ろ
う
と
バ
ス
に

乗
っ
た
時
、
京
都
の
日
本
共
産
党
員
が
、
私
の
取

り
調
べ
を
求
め
て
押
し
か
け
て
き
ま
し
た
。

　

熊
本
か
ら
佐
賀
県
有
田
の
陶
芸
の
里
に
向
か
お

う
と
熊
本
駅
に
入
場
し
よ
う
と
し
た
時
、
数
十
人

の
日
本
共
産
党
関
係
者
が
、
入
場
を
阻
止
し
よ
う

と
安
東
幹
さ
ん
に
つ
め
よ
る
。

　

熊
本
県
八
代
市
で
、
Ｊ
Ｒ
か
ら
乗
り
換
え
よ
う

と
し
た
時
、
日
本
共
産
党
の
年
配
女
性
党
員
ら
が
、

安
東
幹
さ
ん
を
通
す
な
、
取
り
調
べ
ろ
と
騒
ぐ
。

安
東
幹
さ
ん
が
、
一
回
下
車
し
、
松
中
信
彦
野
球

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
に
行
っ
て
戻
っ
て
来
た
時
、
そ
の

方
は
お
休
み
で
あ
ら
れ
た
。

　

そ
の
他
、
日
本
全
国
で
、
日
本
共
産
党
員
は
、

安
東
幹
さ
ん
の
行
く
先
々
に
押
し
か
け
、
入
場
拒

否
を
要
求
し
た
り
、
警
察
の
取
り
調
べ
を
要
求
し

た
り
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
安
東
幹
さ
ん
は
、
こ
れ
ら
の
体
験
を
基

に
、
数
十
年
前
に
日
本
共
産
党
に
む
り
や
り
全
日

本
民
主
医
療
機
関
連
合
会
の
代
々
木
病
院
の
精
神

科
に
連
れ
て
行
か
れ
た
こ
と
の
研
究
、
日
本
共
産

党
の
精
神
医
療
を
悪
用
し
た
人
権
弾
圧
の
研
究
、

日
本
共
産
党
と
強
制
収
容
所
の
研
究
に
打
ち
込
ん

で
い
ま
す
。

ooooooooooooooooooooooooooooooooooo

左
翼
や
共
産
主
義
者
は
、
や
た
ら
め
っ
た
ら
セ

左
翼
や
共
産
主
義
者
は
、
や
た
ら
め
っ
た
ら
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
に
詳
し
く
う
る
さ
い
で
す
。
警
察
関

キ
ュ
リ
テ
ィ
に
詳
し
く
う
る
さ
い
で
す
。
警
察
関

係
者
で
も
な
い
の
に
、
や
た
ら
め
っ
た
ら
セ
キ
ュ

係
者
で
も
な
い
の
に
、
や
た
ら
め
っ
た
ら
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
に
詳
し
く
う
る
さ
い
人
が
い
た
ら
、
左
翼

リ
テ
ィ
に
詳
し
く
う
る
さ
い
人
が
い
た
ら
、
左
翼

や
共
産
主
義
者
で
あ
る
こ
と
を
疑
う
べ
き
で
す
。

や
共
産
主
義
者
で
あ
る
こ
と
を
疑
う
べ
き
で
す
。

　

な
ぜ
、
左
翼
や
共
産
主
義
者
が
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

　

な
ぜ
、
左
翼
や
共
産
主
義
者
が
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

に
う
る
さ
い
か
と
い
え
ば
、「
権
力
」
と
「
戦
っ
て

に
う
る
さ
い
か
と
い
え
ば
、「
権
力
」
と
「
戦
っ
て

い
る
」「
革
命
組
織
」
に
所
属
し
て
い
る
か
ら
で

い
る
」「
革
命
組
織
」
に
所
属
し
て
い
る
か
ら
で

す
。
警
察
に
つ
か
ま
っ
て
も
い
い
よ
う
に
、
書
類

す
。
警
察
に
つ
か
ま
っ
て
も
い
い
よ
う
に
、
書
類

の
入
っ
た
カ
バ
ン
を
持
ち
歩
か
な
い
、
組
織
の
機

の
入
っ
た
カ
バ
ン
を
持
ち
歩
か
な
い
、
組
織
の
機

密
情
報
は
ス
マ
ホ
に
入
れ
な
い
で
事
務
所
か
ら
出

密
情
報
は
ス
マ
ホ
に
入
れ
な
い
で
事
務
所
か
ら
出

さ
な
い
な
ど
、
徹
底
的
な
指
導
を
受
け
て
い
ま
す
。

さ
な
い
な
ど
、
徹
底
的
な
指
導
を
受
け
て
い
ま
す
。

普
通
の
人
な
ら
問
題
に
し
な
い
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を

普
通
の
人
な
ら
問
題
に
し
な
い
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を

問
題
に
し
た
り
と
つ
き
あ
い
づ
ら
い
で
す
。

問
題
に
し
た
り
と
つ
き
あ
い
づ
ら
い
で
す
。

　

羽
田
空
港
な
ど
、
商
業
施
設
は
、
だ
れ
で
も
利

　

羽
田
空
港
な
ど
、
商
業
施
設
は
、
だ
れ
で
も
利

用
で
き
ま
す
。
時
と
場
合
に
よ
っ
て
は
外
部
の
人

用
で
き
ま
す
。
時
と
場
合
に
よ
っ
て
は
外
部
の
人

を
積
極
的
に
呼
び
込
む
場
合
も
あ
り
ま
す
。
し
か

を
積
極
的
に
呼
び
込
む
場
合
も
あ
り
ま
す
。
し
か

し
、
左
翼
や
共
産
主
義
者
は
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
が
ど

し
、
左
翼
や
共
産
主
義
者
は
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
が
ど

う
の
こ
う
の
言
っ
て
行
く
な
と
言
う
。
迷
惑
で
す
。

う
の
こ
う
の
言
っ
て
行
く
な
と
言
う
。
迷
惑
で
す
。
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令 和 ３ 年 6 月 3 日  

 

東 京 都 渋 谷 区 千 駄 ケ 谷 ４ 丁 目 ２ ６ 番 ７ 号  

日 本 共 産 党 中 央 委 員 会 様  

 

東 京 都 杉 並 区 高 円 寺 南 ３ 丁 目 ２ ４ 番 ８ 号  

（ 差 出 人 ） 安 東 幹  

 

日 本 共 産 党 中 央 委 員 会 の 見 解 を 問 い ま す 。 日 本 共 産 党 関 係

者 が 、 全 国 で 、 安 東 幹 さ ん が 不 倫 を し た と か 、 盗 撮 を し た

と か 、 極 左 団 体 所 属 の 過 去 が あ る と か 、 右 翼 団 体 に 所 属 と

か 、 原 理 研 究 会 の 会 員 と か 、 ま っ た く 根 拠 が な い こ と を 言

っ て 迷 惑 し て お り ま す 。 宇 治 市 源 氏 物 語 博 物 館 に 行 っ た 時

二 人 の 年 配 の 女 性 が 不 倫 の 待 ち 合 わ せ 場 所 と か わ け の わ か

ら な い こ と を 言 っ て い ま し た 。 日 本 共 産 党 杉 並 区 議 野 垣 あ

き こ さ ん 他 日 本 全 国 で 、 安 東 幹 さ ん を 原 理 と 呼 ぶ 人 が い て

迷 惑 で す 。 女 性 を 盗 撮 し て も い な い 人 を 警 察 に 取 り 調 べ を

要 求 す る の は 刑 法 違 反 の 犯 罪 行 為 で す 。 日 本 全 国 で こ の よ

う な 事 例 が あ り ま す 。 安 東 幹 さ ん は 、 日 本 共 産 党 中 央 委 員

会 の 指 示 に よ り む り や り 代 々 木 病 院 精 神 科 に 連 れ て い か れ

た と 主 張 し て い ま す 。 日 本 共 産 党 と 強 制 収 容 所 、 精 神 医 療

を 悪 用 し た 人 権 弾 圧 に つ い て 理 論 研 究 を し て お り ま す 。  

 

こ の 手 紙 を 出 し た こ と は 、 公 開 い た し ま す 。  

日本共産党に内容証明郵便送付しました
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令 和 ３ 年 ５ 月 １ ２ 日  

 

東 京 都 渋 谷 区 千 駄 ケ 谷 ４ 丁 目 ２ ６ 番 ７ 号  

日 本 共 産 党 中 央 委 員 会 様  

 

東 京 都 杉 並 区 高 円 寺 南 ３ 丁 目 ２ ４ 番 ８ 号  

（ 差 出 人 ） 安 東 幹  

 

安 東 幹 は 不 倫 を し た こ と は あ り ま せ ん 。  

安 東 幹 は 女 性 を 盗 撮 し た こ と は あ り ま せ ん 。  

安 東 幹 は 女 性 に 対 す る 犯 罪 行 為 を し た こ と は あ り ま せ ん 。  

安 東 幹 は 極 左 団 体 に 所 属 し た こ と は あ り ま せ ん 。  

安 東 幹 は 宗 教 団 体 に 所 属 し た こ と は あ り ま せ ん 。  

安 東 幹 は 警 察 に 逮 捕 さ れ た こ と な ど は あ り ま せ ん 。  

安 東 幹 は 事 業 家 で あ り 起 業 家 で す 。 警 備 会 社 な ど に 雇 っ て

は と 連 絡 す る の は 、 人 身 売 買 行 為 で す 。 や め ま し ょ う 。  

 

以 上 の 事 実 を 、 全 労 連 党 G 、 東 京 争 議 団 党 G か 類 す る も の

に 伝 え て い た だ け た ら と 思 い ま す 。 今 後 、 警 察 へ の 訴 え 、

法 的 手 続 き を 本 格 化 さ せ て い き ま す 。 ま た 、 私 は 不 倫 も 盗

撮 も ス ト ー カ ー 行 為 も 何 も し て い な い の に 、 で っ ち あ げ て

被 害 者 の 実 名 を 出 す の は 言 語 道 断 の 迷 惑 行 為 な の で 絶 対 に

や め ま し ょ う 。  

 

こ の 手 紙 を 出 し た こ と は 、 公 開 い た し ま す 。  

日本共産党に内容証明郵便送付しました
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日
本
民
主
青
年
同
盟

                          

の
動
向

　

日
本
共
産
党
中
央
幹
部
に
よ
る
、
日
本
民
主
青

年
同
盟
員
へ
の
直
接
の
教
育
が
熱
心
に
行
わ
れ
て

い
る
。
特
に
、
マ
ル
ク
ス
＝
レ
ー
ニ
ン
主
義
を
、

日
本
の
実
情
に
合
わ
せ
て
発
展
さ
せ
た
と
日
本
共

産
党
が
主
張
し
て
い
る
科
学
的
社
会
主
義
の
理
論

の
教
育
が
行
わ
れ
て
い
る
。
二
〇
二
一
年
五
月

二
十
三
日
に
も
、「
志
位
さ
ん
と
語
る
学
生
オ
ン

ラ
イ
ン
ゼ
ミ
」
が
開
催
さ
れ
、
科
学
的
社
会
主
義
、

日
本
共
産
党
綱
領
が
教
え
ら
れ
た
。
志
位
さ
ん
は
、

マ
ル
ク
ス
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
著
作
で
あ
る
『
共
産

党
宣
言
』
な
ど
を
引
用
し
な
が
ら
、
学
生
に
語
っ

た
。

　

五
月
十
六
日
、
民
青
都
委
員
会
は
、
日
本
共
産

党
を
応
援
す
る
青
年
学
生
の
会
・
東
京
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
と
共
同
で
「
都
議
選
に
向
け
た
青
年
学
生

学
習
交
流
決
起
集
会
」
を
開
催
し
、
五
十
名
以
上

が
参
加
し
た
（『
民
主
青
年
新
聞　

二
〇
二
一
年

六
月
七
日
号
』
二
ペ
ー
ジ
）。　

四
月
二
十
五
日
、

三
重
県
委
員
会
で
は
、学
生
向
け
食
糧
支
援
「
フ
ー

ド
パ
ン
ト
リ
ー
」
を
開
催
し
、
過
去
最
高
の83

名
の
学
生
が
利
用
し
た（
同
新
聞
同
号3

ペ
ー
ジ
）。

選
挙
が
近
い
こ
と
も
あ
り
、
民
青
の
企
画
へ
の
参

加
者
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
に
注
意
で
あ
る
。

　

上
記
の
民
主
青
年
新
聞
の
十
ペ
ー
ジ
と
十
一

ペ
ー
ジ
で
は
、
日
本
共
産
党
参
議
院
議
員
大
門
実

紀
史
さ
ん
が
、
コ
ロ
ナ
危
機
の
下
で
、
富
裕
層
や

大
企
業
が
巨
額
の
富
を
得
て
格
差
が
急
速
に
拡
大

し
て
い
る
と
、
青
年
に
教
え
て
い
る
。
し
か
し
、

実
際
は
逆
で
、
世
界
の
富
裕
層
の
中
か
ら
日
本
人

は
減
り
、
日
本
は
貧
し
く
な
る
一
方
で
あ
る
。

　

日
本
共
産
党
が
資
本
主
義
社
会
と
呼
ぶ
と
こ
ろ

の
今
の
社
会
体
制
の
下
、
マ
ル
ク
ス
の
理
論
、
科

学
的
社
会
主
義
の
理
論
に
従
っ
て
、
格
差
が
広
が

ら
な
け
れ
ば
、
日
本
共
産
党
は
困
る
。
科
学
的
社

会
主
義
、
資
本
論
が
間
違
っ
て
い
る
と
な
る
か
ら

で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
日
本
共
産
党
は
、
何
か
に

つ
け
、
格
差
が
広
が
る
、
格
差
が
広
が
る
と
主
張

す
る
。

編
集
後
記

　

ア
メ
リ
カ
や
イ
ス
ラ
エ
ル
で
は
、
コ
ロ
ナ
ワ
ク

チ
ン
の
接
種
が
進
み
、
コ
ロ
ナ
前
の
日
常
を
取
り

戻
し
つ
つ
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
日
本
で
は
国

産
ワ
ク
チ
ン
の
開
発
が
遅
れ
、
高
齢
者
以
外
へ
の

ワ
ク
チ
ン
の
接
種
が
ま
だ
始
ま
っ
て
い
な
い
。

　

日
本
の
進
む
道
研
究
所
の
代
表
と
し
て
、
責
任

を
感
じ
る
。
日
本
で
は
、
ア
メ
リ
カ
や
中
国
の
よ

う
に
、
コ
ロ
ナ
に
関
す
る
研
究
論
文
が
学
会
に
大

量
に
報
告
さ
れ
な
か
っ
た
。
人
と
違
っ
た
こ
と
を

す
る
の
を
た
め
ら
う
風
潮
、
上
の
人
の
言
う
こ
と

を
聞
か
な
い
で
自
分
の
考
え
を
実
行
す
る
こ
と
を

嫌
う
風
潮
、
そ
の
よ
う
な
風
潮
が
、
日
本
人
が
ワ

ク
チ
ン
の
研
究
に
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
を
妨

害
し
た
の
だ
。

　

日
本
の
進
む
道
研
究
所
は
、
日
本
を
変
え
る
た

め
に
生
ま
れ
た
。
安
倍
政
権
が
、
積
極
的
に
、
世

界
に
日
本
の
意
見
を
発
信
す
る
よ
う
に
日
本
を
変

え
る
た
め
に
が
ん
ば
っ
た
よ
う
に
、
日
本
の
進
む

道
研
究
所
は
が
ん
ば
り
ま
す
。

　

不
退
転
の
決
意
で
が
ん
ば
り
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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JFRI is general organization not to registered to any public office by law.
The representative of JFRI is Ando Kan, Japanese male.
JFRI publishes monthly paper in Japanese. JFRI publishes many electronic books.
Mr. Ando Kan got academic law degree at Keio University. Once he studied Master of 
Business Administration through independent study at City University in Seattle in the USA.

Now JFRI is a small organization, but our purpose is to be a large and great international 
think tank. We want to make a lot of useful proposes in variety of fields to the world in 
future.

Mr. Ando Kan was taken to mental section of Yoyogi Hospital forcibly by Japanese 
Communist Party in 2020. Japanese Communist Party abused his human right of 
psychiatry. Japanese Communist Party has fabricated many crimes of him to discredit him. 
Mr.Ando Kan is accusing the crime of Japanese Communist Party. He appeals everyone to 
help him.  

　　不退転の決意で望みます！
総選挙が終わる九月末まで、がんばりぬきます！
　　　　みなさんとご一緒に！
　　　決めたことをすべてやりぬきます！
　　　　　　　　　悔いなき人生を！
　　　　　　　　　　　　　　安東幹



16

　　日本の進む道研究所
　　〒 105-0013
　　東京都港区浜松町 2-2-15　浜松町ダイヤビル２F
　　TEL 03-6775-8400　　　　FAX　03-4586-9638
   　 代表　安東　幹（あんどう　かん）
　　info@japanfutureresearch.org
　　　https://www.japanfutureresearch.org
  　  郵便振替口座　00160-6-487455 
　　口座名義　日本の進む道研究所

　　日本の進む道研究所では、
  　会員、賛助会員、会報購読者を募集しています。

　　郵便振替
　　00160-6-487455
　　日本の進む道研究所
　　年間賛助会費　3000 円
　　年間購読費　　2500 円
　　会員　月　5000 円より

　

日
本
共
産
党
に
強
制
収
容
所
！

　
安
東
幹
問
題
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
完
成
真
近
！

安
東
幹
問
題
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
完
成
真
近
！

　

無
料
配
布
予
定
。
ご
期
待
を

　

共
産
主
義
は
、I
T
・
語
学
の
敵
。　

　

コ
ロ
ナ
治
療
薬
と
ワ
ク
チ
ン
開
発　
　

　

を
妨
害
。
今
す
ぐ
非
合
法
化
を
。

　

東
京
オ
リ
・
パ
ラ
成
功
へ
！

  

国
家
・
家
族
・
企
業
を
、

            

共
産
主
義
か
ら
守
ろ
う
！

元
祖
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ　

マ
ル
ク
ス

　

安
東
幹
さ
ん
は
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

を
、
月
に
数
回
受
け
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
二
十
回
近
く
受
け
て
い

ま
す
。
結
果
は
、常
に
陰
性
で
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
ク
ー

ポ
ン
券
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。
予

約
中
で
す


